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　阿蘇くじゅう国立公園の真ん中に位置する４万㎡の広大な土地に、95年に良い作品づくりの環境を求めて愛
知県から移転しました。
　団員の育成と作曲・演奏など、ＴＡＯ独自のスタイルを創造するため、ＴＡＯの里づくりに邁進し、2007 年
までに宿泊施設や稽古場２棟などを整備してまいりました。
　2008 年度は野外ステージを兼ね備え、音の反響の良い、天井が高く大スパンで木構造の新稽古場を、世界的
建築家である丸山欣也氏に依頼し、2009 年４月（通称赤兜）が完成しました。
　新しい形のエンターテイメントを創造する場として、最高の音にこだわり、音楽ホールと同じ音環境を整え
るため、床下にヒューム管を配置し低音振動をうまく伝える工夫などの様々な技術も採用しました。

　赤兜の音響は、大手録音スタジオ以上の音環境性能が認められ、現在のレコーディング
は全てここで行なわれています。
　ＴＡＯはこれからもスタッフが集い語らえる施設整備を進め、ご支援いただいているお
客様へ日本を代表するエンターテイメント集団として熱いメッセージを送り続けます。

～そのビートの奔流に世界中が歓喜した～

株式会社　タオ・エンターティメント
代表取締役社長　藤高郁夫様より原稿を頂戴致しました。

ＴＡＯ
　日本のみならず世界各地で公演され、大変な反響を引き起こしている和太鼓グループ “ＴＡＯ ” 
　「ＴＡＯの里～ＧＲＡＮＤＩＯＳＯ～」は、阿蘇くじゅう国立公園の雄大な自然の中にあり、自然との対話の中でＴＡＯ
の音楽活動を育み、活動の拠点となっています。今回、このＴＡＯの里に完成した新しい稽古場は、野外ステージを兼ね備え、
木材を最大限に活かし、随所にごだわりを持って建てられています。
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人
吉
乳
児
保
育
園
は
、
昭
和
四
五
年

の
開
園
以
来
、
人
吉
の
幼
児
教
育
の
先

陣
を
切
り
開
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今

回
、
こ
の
保
育
園
の
園
長
で
あ
ら
れ
る

春
木
久
江
様
に
木
造
園
舎
と
子
供
達
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（
出
水
田
）　

　

建
物
の
特
徴
を
教
え
て
下
さ
い

　

大
き
な
大
黒
柱
を
中
心
に
、
大
断
面
集

成
材
架
構
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
創
作
活
動
、
異
年
令
児
保
育
（
き
ょ

う
だ
い
グ
ル
ー
プ
保
育
）、
合
同
保
育
な
ど

多
様
な
保
育
形
態
に
対
応
で
き
る
園
舎
で

す
。
吹
き
抜
け
の
天
井
や
大
き
な
窓
を
多

用
し
た
こ
と
で
建
物
内
部
も
と
て
も
明
る

い
で
す
。

　

ま
た
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
給
食
室
が
建
物

の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供

達
に
じ
か
に
食
べ
物
の
匂
い
や
給
食
が
出

来
上
が
る
様
子
を
五
感
で
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
当
園
が
推
進
し
て
い
る
「
食
育

　

人
吉
乳
児
保
育
園
の
紹
介
を
お
願
い

し
ま
す

　

熊
本
県
下
で
三
番
目
に
古
い
入
所
年
令

〇
〜
一
才
の
乳
児
専
門
の
保
育
園
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
産
休
明
け
か
ら
就

学
前
ま
で
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。『
大
家

族
が
す
む
み
ん
な
が
く
つ
ろ
げ
る
家
』
が

コ
ン
セ
プ
ト
で
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声

が
い
つ
ま
で
も
ひ
び
き
わ
た
る
園
舎
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

木
造
の
園
舎
に
す
る
こ
と
に
決
め
ら

れ
た
の
は
何
で
す
か
。

　

保
育
室
が
不
足
し
て
い
る
既
存
保
育
園

の
建
替
に
際
し
て
、
こ
の
人
吉
の
地
域
性

を
活
か
し
、
木
造
の
園
舎
に
す
る
こ
と
は

最
初
か
ら
決
め
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

木
造
の
建
物
に
接
す
る
こ
と
の
少
な
く

な
っ
た
幼
児
達
に
天
然
材
料
で
あ
る
木
材

の
質
感
を
活
か
し
て
、
優
し
く
く
つ
ろ
げ

る
空
間
体
験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

活
動
」
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
保
育
園
に
つ
い
て

　

現
在
、
子
供
達
を
取
り
巻
く
環
境
が
急

激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
む
か
し
の
様
に

公
園
で
子
供
達
だ
け
で
遊
ぶ
こ
と
も
無
く

な
り
ま
し
た
。
こ
の
為
、
地
域
か
ら
学
ぶ

人
と
の
ぬ
く
も
り
を
保
育
園
で
十
分
に
で

き
る
よ
う
な
環
境
に
し
、
子
供
た
ち
や
保

護
者
に
と
っ
て
安
心
も
で
き
る
、
信
頼
と

敬
愛
に
満
ち
た
保
育
園
で
あ
り
た
い
、
と

考
え
て
い
ま
す
。



　

長
崎
県
五
島
市
に
あ
る
こ
も
れ
び
の
舎
保

育
園
は
、
子
供
達
が
の
び
の
び
と
遊
ん
だ
り
、

学
ん
だ
り
す
る
に
は
、
開
放
的
で
親
し
み
の

持
て
る
平
面
計
画
と
、
木
の
特
性
を
活
か
し

た
魅
力
的
な
空
間
作
り
が
重
要
で
あ
る
と
の

認
識
の
も
と
に
木
造
で
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
木
材
の
も
つ
弾
力
性
に
よ
る
ソ

フ
ト
な
歩
行
感
や
、
高
い
断
熱
性
に
よ
る
温

か
な
感
触
と
い
っ
た
物
理
的
特
性
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　

建
物
は
、
が
っ
し
り
と
組
ま
れ
た
集
成
材

の
柱
が
子
供
達
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
木
材

を
多
用
し
た
こ
と
で
屋
内
に
い
て
も
い
つ
で

も
自
然
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
実
現

し
ま
し
た
。

★ 
こ
も
れ
び
の
舎
保
育
園

▶大隅北保育園
ＤＡＴＡ
所在地：鹿児島県
　　　　曽於市
発注者：社会法人
　　　　笠木福祉会
設　計：エース建築　
　　　　設計㈱
施　工：㈱春園組
床面積：495.47㎡

▲大福寺保育園
ＤＡＴＡ
所在地：長崎県雲仙市
発注者：社会福祉法人清風会
設　計：インターメディア一級建築士事務所
施　工：星野建設㈱
床面積：790.19㎡

◀湯山保育所
ＤＡＴＡ
所在地：熊本県水上村
発注者：水上村
設　計：㈱川崎設計　
　　　　事務所
施　工：㈱武田建設
床面積：513.19㎡

子供達にやさしい

《  木造の保育園・幼稚園  》

ＤＡＴＡ
所在地：長崎県五島市
発注者：社会福祉法人さゆり会
設　計：インターメディア一級建築士事務所
施　工：西津建設㈱
床面積：612.36㎡



〒 893-1206 鹿児島県肝属郡肝付町前田 972 番地
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http://www.woodist.co.jp/ 　　　　     

集成材・木造建築に関するお問い合せは…

が
ん
ば
っ
ち
ょ
り
も
す
!!

所長 笹原　利文

　当センターでは、
ＫＤ材の製品加工を

行っています。常

に新しい技術に挑戦

し、徹底した品質管理に取り組んで

います。ご注文は、0994-31-4649 迄。

内山　裕介

　モルダーの製品仕
上げを担当していま

す。 お客様の多様

化するニーズに対応

し、満足いただけるよう１本、１本

に心をこめて納品しています。

鳥丸　義浩

　防腐・防蟻は、屋
外用として根強い

需要のある乾式処理

と、ここ数年大きく

需要を伸ばしているホウ酸塩処理と

を行っています。

協
同
組
合
き
も
つ
き
木
材

高
次
加
工
セ
ン
タ
ー
の
巻

○唐芋 (さつまいも）
　鹿児島の食を語る上で、さつまいもを外すことは出来
ません。痩せた火山灰土壌、台風の常襲、それに恐らく
は鹿児島独自の歴史的背景もあって、かつてはさつまい
もを常食とする、あるいはせざるを得ない困難な食の事
情がありました。
　父の書き残した文章の中に、かつての生活を伝聞を含
めて次のように記述しています（「執念」87年発行）。
　「明治の末頃だと思いますが、私の（祖父の）所帯は飼
い馬とその世話をする人、作男、手伝い女、それに家族
がいました。常食は大量のからいもと少量の米の混食で
す。」
　「一年に二回くらい、白米のご飯にありつき、それは感
激でした。それも、葬式とかお寺の資金作りのために催
される「報恩講」という行事などの時だけです。」
　（祖先は）「からいも郷士とか、ひしてベコと言われ、殆
ど無給武士で、生活のために今日はコエタゴを担いで農
耕し、翌日は剣道や槍の稽古に励むといった半農半武の
生活」「貧困生活は少しも気にしない風習」「それでも子
弟の教育だけは行き届いたもので」（以下略）貧しい中に
かっての志操堅固な大隅人の気風がしのばれます。
○がね
　鹿児島の精進料理では、煮染めと並ぶ定番のご馳走で
す。芋料理として傑作で、拍子木に切った芋と小麦粉の
衣でかき揚げにしますが、ごつごつした感じが「がね（カ
ニ）」に似ているのでこう呼びます。法事の際に手伝いの
おばちゃんたちが大量に作るがね、まして昔は町の油屋
で絞った菜種油で揚げて、黄金色に香り高く素晴らしい
ものでした。
○芋あめ
　子供の頃の忘れられない思い出として、芋飴作りがあ
ります。大量の芋をふかして麦もやしを入れます。発酵
が終わったら布の袋で漉して、それを庭先にしつらえた

■鹿児島のおいしいもの　旬の味

第４号がホームページでも
　　　　　ご覧になれます

http://report.synapse-blog.jp/woodist/

木材のこといろいろな
ニュースが満載‼ 
ぜひ御覧下さい！

　　

port.synapse-b

木木
今年築

二百年
を迎え

た　二
階堂家

住宅

　戦国
末期以

来、郷
士 ( ご

うし )
（在村

の

武士）
として

代々高
山に住

まいし
た二階

堂氏。
その屋

敷とし
て建て

られた
二階堂

家住宅
は、今

年で築
200 年

目を迎
えます

。

2棟が
接続す

る「分
棟型 (

ぶんと
うがた

)」

という
形式で

、正面
向かっ

て右棟
を「お

もて」（
1810

年築）
、左棟

を「な
かえ」（

1889

年築）
と呼び

、前者
は接客

空間、
後者は

生活空
間とし

て主に
使われ

ます。
部材は

杉・松
・タブ

などに
加え、

竹を床
や庇 (

ひ

さし )
に使用

します
。

　両屋
根が接

する V
字の窪

みには
雨が溜

まりや
すく、

屋内へ
の漏水

防止の
ため、

窪みの
底へは

竹を組
んだ雨

( あま
) 樋 (

ど

い ) を
渡し、

雨水を
排出し

ます。
雨樋の

下は「
てのま

（とい
のま）

」とい
う小さ

な板の
間です

が、こ
れは特

に伝統
的な形

式とさ
れます

。古い
時代の

分棟型

は両棟
間の距

離がよ
り遠く

、板を
渡して

行き来
してい

ました
が、そ

の距離
が縮む

につれ
外廊下

は次第
に内部

化し、

部屋と
同様に

畳敷と
なる型

が主流
となり

ます。
廊下の

名残り
を板敷

の「て
のま」

として
残す民

家は、
現在は

当住宅

の他に
日本で

1例の
みとい

う大変
珍しい

もので
す。

　当住
宅は、

薩摩藩
内の分

棟型民
家の古

い構造
形式を

良く残
し、部

材仕上
げも丁

寧で改
変も少

ないと
して、

1975

年に国
の重要

文化財
に指定

されま
した。

（二階
堂　行

宣様に
御寄稿

頂きま
した）

施設名

場　所

メンテ
ナンス

の内容

全面的
な防腐

処理（
上記本

文参照
）、再

塗装

一部改
造、防

腐剤塗
布、再

塗装

主桁防
腐処理

（硼素
系）、腐

食材取
替、全

面的な
再塗装

常
磐

橋
福

岡
県

床版取
替、主

桁防腐
処理（

硼素系
）、再

塗装

2000
年竣工

より毎
年定期

点検、
ﾒﾝﾃﾅﾝ

ｽ等

当社が
手がけ

た木造
施設の

メンテ
ナンス

工事

高
山
温
泉
ド
ー
ム
で
は
、
ド
ー
ム
内
部

木
材
に
カ
ビ
が
み
ら
れ
、
金
物
接
合
部
、

結
露
し
や
す
い
部
位
に
今
後
腐
朽
の
恐
れ

特集：
長寿命

木造施
設 木

造
施
設
を

　
　
な
が
ー
く
使
お
う
！

Point
１
◆耐久

性にも
配慮し

た

　　　
設計、

ディテ
ール

県
の
ノ
リ
乾
燥
施
設
、
沖
縄
県
内
各
施
設

で
は
、
全
て
の
木
材
を
処
理
し
て
建
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

※ 

ホ
ウ
酸
塩
処
理
に
は
、
保
険
適
用
、
保

証
制
度
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
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木造施

　奥も
のべ紅

香橋は
、高知

県と徳
島県の

県境に
ほど近

い香美
市物部

町の別
府に、

高知県
内初の

木製車
道橋と

して平
成 12

年 11
月に建

設され
ました

。

　橋が
架けら

れてい
る場所

は、標
高 90

0 ｍを
超える

物部川
の源流

近くの
別府峡

に位置
し、四

季を通
じて変

化に富
んだ風

景が楽
しめ、

特に紅
葉の名

所とし
ても知

られて
います

。

　建設
当時は

、紅葉
をイメ

ージし
赤く朱

塗られ
ていた

橋桁も
、10

年近く
時を経

て塗装
も色褪

せ、次
第に傷

みが目
立ち始

めまし
た。特

に、張
出部分

に設置
されて

いた F
RP 製

の防水
シート

は、強
風にあ

おられ
たこと

により
至る所

が破れ
、その

隙間か
ら水が

浸透し
ていま

した。

　一般
的に、

鋼製や
コンク

リート
製の橋

に比べ
ると、

天然素
材で作

られた
木製の

橋は経
年劣化

しやす
いと言

わ

れてお
り、日

頃のこ
まめな

手入れ
が重要

であり
ます。

　そこ
で、水

の浸透
による

影響が
ないか

どうか
を調べ

るため
に、平

成 20
年に点

検を行
いまし

た。

　点検
は雨が

降りし
きる中

行われ
ました

。降雨
中の作

業は、
橋の劣

化に大
きく影

響を与
える “

水 ” の
流れを

確

認でき
る、ま

たとな
い機会

となり
ます。

この点
検の際

にも、
晴天時

には確
認でき

なかっ
た、水

の流れ
を確認

するこ
とがで

き、非
常に有

益なも
のとな

りまし
た。全

般的に
は、防

水シー
トの傷

みや塗
装の経

年劣化
等はあ

るもの
の、建

設後 1
0年を

経た木
製橋梁

として
は比較

的程度
がよい

という
印象を

持ちま
した。

これは
、標高

900m
を超え

る高地
で湿度

が低く
、風通

しの良
い谷部

に橋が
架かっ

ている
ことが

大きく
影響し

たので
はない

かと考
えられ

ます。

　この
点検結

果を踏
まえて

、山佐
木材 (

株 ) 様
のご協

力も仰
ぎなが

ら、傷
み具合

に応じ
今後の

メンテ
ナンス

も容易
となる

方法を
検討し

、FRP
製防水

シート
に代わ

り定期
的な防

腐剤の
塗布を

提案い
たしま

した。
防腐剤

の塗布
であれ

ば、特
殊な施

工技術
を必要

としま
せんし

安価で
すので

、管理
者の方

でも容
易にメ

ンテナ
ンスを

実施す
ること

が可能
になり

ます。

　人々
の憩い

の場で
ある公

園、そ
の他の

施設で
は、自

然のぬ
くもり

と優し
さを演

出でき
ること

から、
橋梁や

そ

の他の
施設の

主要構
造に木

材が多
く取り

入れら
れてい

ます。
またそ

れは、
木材資

源を計
画的且

つ有効
に利用

す

ること
により

構築さ
れる循

環型社
会の形

成に向
けて、

非常に
重要な

役割を
担って

いると
言えま

す。し
かしな

が

ら、天
然素材

である
木材は

経年劣
化しや

すく、
比較的

短期間
で使用

不能に
陥った

例も少
なくな

いこと
から、

今

後、よ
り一層

メンテ
ナンス

に対す
る取組

に力を
入れる

ことに
より、

木製施
設の長

寿命化
を実現

するこ
とが木

材

普及に
とって

も重要
である

と考え
ており

ます。
今回の

、点検
から補

修検討
、補修

工事に
至る一

連の取
組が、

今

後の木
製施設

のメン
テナン

スを実
施して

いく上
で、一

つの参
考資料

となれ
ば幸い

です。

木橋の
メンテ

ナンス

木製車
道橋の

維持管
理

㈱長大
　構造

事業本
部／西

日本構
造事業

部

西本　
公治様

より原
稿を頂

戴しま
した。

雄大な
自然に

囲まれ
た奥も

のべ紅
香橋

雨天の
中での

点検状
況

Point
２

◆建物
を愛す

る気持
ちと

　　定
期的な

メンテ
ナンス

。

Point
３

◆建設
時に家

一棟全
て防腐

処理

　　（
健康被

害のな
い薬剤

）
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木製車
道橋と
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成 12
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ました

。
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近くの
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に位置
し、四

季を通
じて変

化に富
んだ風
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しめ、
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をイメ

ージし
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塗られ
ていた

橋桁も
、10

年近く
時を経

て塗装
も色褪

せ、次
第に傷

みが目
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めまし
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に、張
出部分

に設置
されて
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至る所

が破れ
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常に有

益なも
のとな

りまし
た

るもの
の、建

設後 1
0年を

経た木
製橋梁

として
は

的程度
がよい

という
印象を

持ちま
した。

これは
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で湿度

が低く
、風通

しの良

に橋が
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ている
ことが
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たので
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　この
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を必要

安価で
すので

、管理
者の方

でも容
易に

実施す
ること

が可能
になり

ます。
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の憩い

の場で
ある公

園、そ
の他

の他の
施設の

主要構
造に木

材が多
く

ること
により

構築さ
れる循

環型社
会

ら、天
然素材

である
木材は

経年劣

後、よ
り一層
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ナンス
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も重要
である
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後の木
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のメン
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２
０
１
０
年
７
月
、
日
向
市
駅
前
広
場
に
耳
川

産
ス
ギ
材
で
作
っ
た
集
成
材
を
使
用
し

た
新
し
い
施
設
が
加
わ
っ
た
。
日
向

市
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
０
０
６
年

12
月
の
日
向
市
駅
の
開
業
を
皮
切
り
に

東
・
西
口
駅
前
広
場
、
東
・
西
キ
ャ
ノ

ピ
ー
、
高
架
下
施
設
、
交
流
広
場
と
整

備
さ
れ
、
今
回
の
交
流
広
場
休
憩
施
設

は
１
９
９
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
日
向
市

駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
後
を
飾
る
施
設

と
な
る
。
日
向
市
は
耳
川
河
口
に
位
置

し
て
お
り
、
地
場
産
の
杉
を
ま
ち
づ
く

り
の
随
所
に
用
い
る
地
域
の
風
土
あ
ふ

れ
る
都
市
景
観
の
育
成
に
努
め
て
い

る
。
日
向
市
駅
周
辺
は
杉
ま
ち
づ
く
り

の
象
徴
的
な
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
完
成
し
た
駅
舎
で
は
変

断
面
集
成
材
を
、
キ
ャ
ノ
ピ
ー
で
は
新

構
成
集
成
材
と
、
構
造
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
川
口
衞
構
造
設
計
事
務
所
と
杉

集
成
材
の
新
た
な
可
能
性
を
探
っ
て
き

た
。
今
回
も
同
様
に
川
口
事
務
所
と
と

も
に
日
向
市
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
集
大
成

に
ふ
さ
わ
し
い
杉
集
成
材
を
使
用
し
た

木
構
造
の
計
画
を
行
っ
た
。

　
計
画
の
休
憩
施
設
は
柱
を
鉄
骨
と

し
、
梁
を
全
て
杉
集
成
材
で
構
成
す
る

こ
と
を
考
え
た
。
休
憩
施
設
の
用
途
は

イ
ベ
ン
ト
時
の
舞
台
と
し
て
の
機
能
も

課
せ
ら
れ
る
た
め
、
最
大
で
9
ｍ
×
6

ｍ
の
ス
パ
ン
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
梁
に

小
断
面
集
成
材
を
組
合
せ
束
ね
る
こ
と
で
、
構
造

的
に
は
大
断
面
集
成
材
相
当
の
梁
材
と
し
て
機
能
さ

せ
る
こ
と
を
考
え
た
。
具
体
的
に
は
3
寸
角
の
集
成

材
を
井
桁
状
に
組
み
あ
わ
せ
構
成
さ
れ
る
工
法
で
、

柱
か
ら
軒
先
に
い
く
に
従
っ
て
組
合
せ
段
数
が
少
な

く
な
り
、
徐
々
に
迫
り
出
し
て
い
く
構
造
と
な
っ

て
い
る
。

　
設
計
時
点
で
問
題
に
な
っ
て
い
た

の
は
、
集
成
材
の
精
度
で
あ
る
。
柱

廻
り
で
最
大
13
段
の
集
成
材
を
Ｘ
・

Ｙ
両
方
向
に
組
み
、
な
お
上
下
に
組

合
せ
る
集
成
材
に
は
双
方
に
欠
込
み

を
し
て
、応
力
を
伝
え
る
工
法
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
現
場
で
の
精
度
監
理

は
、
非
常
に
難
解
で
あ
る
こ
と
は
想

像
で
き
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
し
て

く
れ
た
の
が
、
辰
工
務
店
の
黒
岩
所

長
と
山
佐
木
材
で
あ
る
。
構
造
の
生

命
線
で
あ
る
施
工
精
度
を
確
保
す
る

た
め
非
常
に
精
巧
な
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
製
作
し
、
施
工
手
順
・
精
度
監
理

を
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
現
場
で
の
建
て
方
は
非

常
に
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
非
常
に
精

度
の
高
い
杉
集
成
材
の
架
構
が
建
ち

あ
が
っ
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
建
築
を
み
る
と
不

思
議
な
感
覚
に
な
る
。
全
体
の
印
象

は
使
用
さ
れ
た
杉
量
の
わ
り
に
架
構

自
体
は
非
常
に
軽
く
、
軽
快
な
印
象

を
受
け
る
。
と
同
時
に
細
部
は
、
緻

密
で
施
工
し
た
職
人
た
ち
の
力
量
が

伝
わ
っ
て
く
る
力
強
い
建
築
で
あ
る
。

　
日
向
に
ふ
さ
わ
し
い
杉
の
施
設
が
、

ま
た
1
つ
加
わ
っ
た
。

内
藤
廣
建
築
設
計
事
務
所　
山
田
徹
様

よ
り
原
稿
を
頂
戴
し
ま
し
た
。　
　
　

日向市
駅前交

流広場
休憩施

設

臨時の大竈で煮詰めていきます。取り仕切り役のおばあ
さんが暗い中でタバコを吸いながら、焦げ付かぬよう一
晩中つきっきりでした。
　朝になると濃い茶色のとろりとした飴が壺や瓶に十本
以上出来ていました。子供たちが争って箸を突っ込んで
飴を巻こうとすると箸がポキリと折れるほど粘りの強いも
のでした。
　所々に芋飴、醤油作りなどの思いもつかぬ名人のお年
寄りがいて、そんな人を頼んで一年分の仕込みをしたの
です。
○焼酎
　鹿児島県の焼酎は芋が主体です。鹿屋市にある「大海
酒造協業組合」の、今は亡き山下元理事長さんに工場を
案内して戴きながらお話を伺ったことがあります。
　私の記憶では次のような話でした。「米こうじ４トンに
芋２０トンで、一升瓶１万本出来る（当時これが同社の日
産量）、これが麦の場合、米こうじ同じ４トンと麦８トンか
ら同じ量の一万本が出来る。」「芋は生鮮食品なので、芋
の収穫期である秋しか工場は操業できない。」「そこが乾
物である麦とは異なる。」大いに「目から鱗」の話しでした。
　芋の仕込みの際、欠陥部や小口などを実に丁寧に思い
切って切取っているのに驚きました。昔自宅での大勢の
宴会で、お燗に使った薬罐は洗っても洗っても焼酎のに
おいが取れずに、辟易したものです。最近の芋焼酎がすっ
きりしておいしいのは、麹や発酵技術の革新に加えて、
原料の芋とその前処理にも大きな要素があると確信した
ことでした。（佐々木）


